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平 成 ３ ０ 年 ６ 月 ２ ９ 日 
自動車局保障制度参事官室 

 

自賠責保険における高次脳機能障害の 

後遺障害認定に係る損害調査方法の充実が図られます 
～審査対象要件に「MTBI」、「軽度外傷性脳損傷」の診断名が明記されます～ 

損害保険料率算出機構において「自賠責保険における高次脳機能障害認定シス
テムの充実について」（報告書）が取りまとめられ、MTBI（※１）等の診断がな
されている事案が審査対象から漏れることがないよう、これを審査対象要件に明
記するとともに、医療機関への照会様式の一部見直しを行い、画像所見が明らか
でない事案の審査にあたってはより詳細な臨床所見の収集に努めることとなり
ました。 

   
自賠責保険（共済）における脳外傷による高次脳機能障害(※２)の後遺障害認定に

ついては、平成 13 年に自動車保険料率算定会（現在の損害保険料率算出機構）が
策定した「高次脳機能障害認定システム」(※３)に基づき、専門医を中心とする自賠
責保険（共済）審査会において、審査が行われているところです。 

 
  同認定システムは、平成 23 年までに３回の見直しが行われ、充実が図られてきた
ところですが、前回の見直しから６年以上が経過していること等に鑑み、平成 29
年 10 月、同機構に対して見直しを依頼し、同年 11 月に同機構内に検討委員会が設
置され、外部専門家の意見陳述、委員の意見発表、文献のレビュー等を踏まえた検
討が行われ、本年５月に報告書が取りまとめられました（委員：別紙参照）。 

 
  同機構では、この検討結果に沿って自賠責保険の高次脳機能障害認定システムの

充実に向けた見直しを実施し、平成３０年７月１日から、見直し後の認定システム
によって高次脳機能障害の認定審査を行うこととしています。 

 
＜報告書の概要及び報告書＞（同機構ホームページ） 

https://www.giroj.or.jp/cali_survey/brain.html  
 

※１ 「MTBI（Mild Traumatic Brain Injury）」とは 、WHO（世界保 健機関） 共同特 別専門

委員会の 定義に よれば 、 以下のと おりと なりま す 。（訳は 同検討 委員会 ）  

MTBI は、物理的 外力に よ る力学的 エネル ギーが 頭 部に作用 した結 果起こ る 急性脳外 傷であ る。 

    臨床診 断のた め の運用上 の基準 は以下 を 含む：  

     （ⅰ） 以下の 一つか、そ れ以上 ：混乱 や失見当 識、３０ 分あ る いはそれ 以下の 意識喪 失 、２

４時間以 下の外 傷後健 忘 期間、そ して/あるいは 一 過性の神 経学的 異常、 た とえば局 所

神経徴候 、けい れん、 手 術を要し ない頭 蓋内病 変  

     （ ⅱ ）外傷 後 ３０分の 時点あ るいは そ れ以上経 過して いる場 合 は急患室 到着の 時点で 、グラ

スゴー昏 睡尺度 得点は １ ３－１５  

上記の MTBI 所見は、薬 物・酒・ 内服薬 、他の 外 傷とか他 の外傷 治療（ た とえば全 身の系

統的外傷 、顔面 外傷、 挿 管など） 、他の 問題（ た とえば心 理的外 傷、言 語 の障壁、 併存す る

医学的問 題）あ るいは 穿 通性脳外 傷など によっ て 起きたも のであ っては な らない。  

 ※２ 「脳 外傷に よる 高次脳機 能障害」とは、自動車事 故によ る頭部 外 傷等によ って脳 が損傷 さ れ、

記憶障害 、注意 障害、 遂 行機能障 害、社 会的行 動 障害など が生じ 、これ に 起因して 、日常 生

活・社会 生活へ の適応 が 困難とな る障害 です。 半 身の運動 麻痺や 起立・ 歩 行の不安 定など の

神経症状 を伴う ことも あ ります。  

 ※３ 「高次 脳機能 障 害認定シ ステム 」とは 、 専門医を 中心と する自 賠 責保険（ 共済） 審査会 に お 

いて後遺 障害等 級の認 定 を行う仕 組です 。  

 

 

 

《問い合わせ先》 

自動車局保障制度参事官室 坂本、三井 

TEL：代表：03-5253-8111（内線 41512、41534)、直通：03-5253-8585 

FAX：03-5253-1638 


